
「
一
人
ひ
と
り
の
お
客
様
を

大
切
に
し
た
い
」
と
話
す
の

は
あ
ず
ま
仏
壇
店
の
後
継

者
、
東
潤
氏
。

　

東
氏
は
竹
原
市
の
出
身
、

他
業
種
で
働
い
て
い
た
が
、

家
業
を
継
ぐ
こ
と
に
。
創
業

者
で
あ
る
父
・
功
氏
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
。
功
氏
は
長

年
、
仏
壇
販
売
業
に
携
わ
っ

て
き
た
が
平
成
十
八
年
に
独

立
。
Ｊ
Ｒ
竹
原
駅
前
に
店
舗

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

竹
原
市
は
人
口
約
三
万

人
、
年
々
高
齢
化
が
進
み
、

人
口
の
減
少
は
否
め
な
い

が
、
顔
見
知
り
の
お
客
様
か

ら
初
め
て
の
お
客
様
ま
で
連

日
、
来
店
客
は
絶
え
な
い
。

　

東
氏
の
温
厚
誠
実
な
人

柄
、
和
や
か
な
店
内
は
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
駅
前
と
い
う
立
地
条

件
を
活
か
し
、
地
域
の
人
々

に
親
し
ま
れ
る
店
づ
く
り
を

目
指
す
。

　

仏
壇
仏
具
の
販
売
を
は
じ

地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ず
ま
仏
壇
店
（
竹
原
）

め
、
仏
壇
の
部
分
修
復
等
・

リ
フ
ォ
ー
ム
も
平
成
十
九
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
お
客
様
に

好
評
。
金
箔
部
分
貼
り
、
内

扉
障
子
の
張
替
え
、
漆
の
磨

き
・
艶
出
し
、
金
具
の
色
戻

し
な
ど
部
分
的
な
修
復
に
も

対
応
。仏
壇
仏
具
の
小
型
化
・

低
価
格
化
、
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
な
ど
が
進
む
現
在
、
新
規

事
業
は
新
た
な
顧
客
の
創
造

に
つ
な
が
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

可
能
性
を
拡
げ
る
。

　

東
氏
は
仕
事
と
併
行
し
、

竹
原
商
工
会
議
所
青
年
部
の

メ
ン
バ
ー
で
総
務
委
員
長
を

務
め
て
い
る
。
異
業
種
交
流

で
は
、
情
報
交
換
も
で
き
ビ

ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
部
分
が
大

き
い
と
話
す
。
今
後
は
仏
事

相
談
や
お
客
様
の
要
望
に
応

じ
た
品
揃
え
な
ど
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
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